
世界無形文化遺産 

   和紙造りの魅力を語る 
 

午後１時３０分から 講演「増田 勝彦の軌跡 その二」 

     講師：増田 勝彦 氏 

  和紙研究の第一人者であり、数々の文化財修理を手掛けてきた増田氏が、

これまでの調査や研究を通じて感じた和紙の魅力を伝えるシリーズの第 2弾。 
   

 

 

 

 

 

 

 
 
 

※ドイツ・ベルリン技術博物館において、手漉き和紙の実演会を行った駿河

半紙技術研究会 内藤恒雄 会長から、ドイツ訪問の報告も予定しています。 
 

◆とき １１月１２日（土）  午後１時３０分～午後２時４５分 

◆ところ 富士宮駅前交流センター「きらら」２階 会議室３ 

      静岡県富士宮市中央町５番７号（富士宮駅北口） 

      ℡ ０５４４－２２－８１１１ 

◆参加費 無料 

 

主催：駿河半紙技術研究会【事務局 小川 ０５４４-２２-１１５５（市役所観光課内】 

後援：富士宮市・富士宮市教育委員会 

プログラム 

講師プロフィール 

大学卒業後表具師として歴史的絵画・文書の修復に携わ

る。その後、昭和女子大学 教授として、文化財とは何か

を学生たちに伝えるかたわら和紙の技術的展開について

の研究を続ける。 

 退職後も駿河半紙技術研究会副会長、和紙文化研究会副

会長として精力的に講演を行っている。 

増田 勝彦 氏 


